学習活動の重点化等に資する年間指導計画参考資料
教育芸術社
音楽　［小学校　第３学年］

以下の資料は，当社の教師用指導書ならびにホームページに提示している第３学年の年間指導計画作成資料に基づき，今後の学習活動の重点化等に関連して，
１．学校の授業以外の場において行うことが考えられる教材・学習活動とその時数
２．感染症対策の観点から指導順序の変更が考えられる教材・学習活動とその時数
について一覧にまとめたものです。
なお，当該学年で取り扱う内容や歌唱共通教材については，指導順序を入れ替えてもなお実施が困難となった場合，次年度以降において取り上げたり，類似した題材と組み合わせて取り上げたりするなどの配慮が必要となります。そのような場合には担当の先生間で確実に引き継ぎをしていただくようにお願いいたします。

年間指導計画例はこちらをご参照ください。https://textbook.kyogei.co.jp/2020shou/document/r2e-nenkei3new_v3.pdf

注）表中，歌唱，器楽，音楽づくりの教材において、「音源」や「動画」と示している部分は、教師用指導書に付属の「指導用CD」「鑑賞用CD」に収録された音源、及び「音楽授業支援 DVD」に収録された動画のことを指しています。これらについては、教育機関（各学校）の設置者（教育委員会、学校法人など）による授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）への登録ならびに申請をすることによって、をオンライン授業で利用することができます。
なお、「鑑賞用CD」の音源をご利用の際は、併せてユニバーサルミュージックへの音源利用に関する連絡もお願いいたします（下記URLご参照）。
教育芸術社HP「新型コロナウイルス 感染症対策のための著作物利用について」　https://www.kyogei.co.jp/about_copyright　
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